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令和７年３月25日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立神奈川総合産業高等学校長（全日制）  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月21日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①課題研究による探究
する力を育成するシス
テム構築 
②４系、１分野の教育
目標の確立と総合産業
科としての特色ある教
育課程の実現 
③国際理解教育と先端
情報教育の基礎を身に
付ける教育課程の編成 

①課題研究の必修
化 
②各系の教育目
標・生徒育成目標
の見直しと、それ
らを踏まえた教育
課程の検討 
③国際理解教育プ
ログラムの策定、
情報教育プログラ
ムの策定 

①課題研究の教育課程への位置づ
けと指導体制の確立 
②各系の教育目標の策定や育てた
い生徒像の具体化 
②完成年度を迎えた新教育課程の
検証 
③国際理解教育プログラムの策定 
③情報教育プログラムの策定 

①課題研究が必修科目として教育課
程に位置づけられたか。 
①課題研究の指導体制が確立できた
か。 
②各系の教育目標が完成できたか。
また、育てたい生徒の育成状況を見
とる視準ができたか。 
②課題や問題点を洗い出し、改善の
方向性を示せたか。 
③国際理解教育が教育課程に位置づ
けられたか。 
③情報教育の３年間での育成計画が
完成したか。 

①課題研究を必修科
目として位置付け、
生徒の充実した研究
や教員による指導体
制の見直しを図っ
た。 
②これまでの教育活
動を踏まえ、新たに
教育目標と生徒育成
目標の策定や見直し
を行った。 
②新教育課程の大枠
な変更は実施できな
かったが、完成年度
を迎え、懸案事項や
課題を検証し、生徒
にとって選択幅のあ
る教育課程編成にす
ることができた。 
③国際理解教育プロ
グラムを策定した。
また、国際理解教育
に必要となる英語ス
キルの修得のため、
新たに学校設定科目
を教育課程に位置づ
けた。 
③ＤＸハイスクール
事業との関連も鑑
み、情報教育プログ
ラムの策定を行っ
た。 
 

①授業アンケートなど
を通して指導内容の検
証を行い、研究の充実
が図れる授業改善策を
検討していく。 
②策定した教育目標や
育成目標を整理し、教
育課程への位置付けを
検討する。 
②本校の特色である単
位制・セメスター制特
有の複雑な教育課程の
ため、教科やグループ
業務に制約や負担がか
かっている。選択科目
の精選を行うなど改善
が必要である。 
③策定したプログラム
を実現させるために、
短期・長期留学生の受
け入れ体制の見直しや
海外や近隣地域の学校
と連携を推進する。 
③完成した育成計画の
履修モデルにおける教
育効果や教育課程編成
との関連を検証する必
要がある。 

単位制のため、必
要最低限の単位を
履修する生徒がい
るが、たくさんの
科目があるのでし
っかりした履修指
導計画をお願いし
たい。 
「総合的な探究の
時間」に注目して
いる。大学では入
学者選抜の入試方
法などで生徒の探
究活動についての
資料を活用するこ
とがある。生徒は
自己ピ－アールに
「総合的な探究の
時間」を書くこと
が多いので、発表
まで含めた探究活
動が大学入試に直
結している。 

〇指導体制の見直
しを図り課題研究
を必修科目とする
ことができた。 
〇新たに４年間の
目標を策定した。
今後も生徒にとっ
て科目選択幅のあ
る教育課程編成に
取り組む必要があ
る。 
〇外国語科に新た
な学校設定科目を
教育課程に位置づ
けることができ
た。今後もＤＸハ
イスクール事業や
情報教育プログラ
ム、国際理解教育
プログラムを発展
させる必要があ
る。 
 

〇生徒による授業
アンケートなどを
活用して教科指導
の内容を検証し、
授業改善に取り組
む。 
〇４年間の目標を
教育課程に反映さ
せ、単位制やセメ
スター制を活用し
ながら選択科目を
精査する。 
〇策定したプログ
ラムを教育課程編
成に反映させるこ
とが必要である。
また、国際理解教
育の向上を図るよ
う、留学生の受け
入れ体制について
さらに検討してい
く。 
 

２ 生徒指導・支援 

①生徒一人ひとりの豊
かな人間性を育み、社
会性を身に付ける学校
行事の実施 
②生徒理解に基づく生
徒指導や支援、教育相
談体制の確立 

①各学校行事の目
的と開催時期の整
理 
②生徒支援体制の
見直しと整理 

 

①学校行事の目的・目標の明示化 
②各年次、ＳＣ、ＳＳＷ等の連携
体制の見直し 

①方策を踏まえた、年間行事計画
（概要を含む）が作成できたか 
②退学者、生徒指導件数が減少した
か。 

 

①体育祭について、
近年の温暖化にとも
なう熱中症のリスク
を考慮して、アリー
ナ開催を実現した。
コロナ後の学校行事
などが通常に戻りつ
つあり、教育環境も
整った。 
②退学者、生徒指導
案件は減少できなか
ったが、生徒情報の
内容を年次会やグル
ープ会議で共有する
ことで、ＳＣ、ＳＳ
Ｗにスムーズにつな
げることができた。 
 

①学校行事の内容など
を洗練させていく必要
がある。 
②生徒情報の内容を精
査し、現状よりスピー
ディーにＳＣ、ＳＳＷ
につなげられるように
することで退学者、生
徒指導件数の減少を目
指す。 

体育祭を室内で行
ったのは非常に良
かった。保護者の
反応も好評であ
る。 
ものづくりに関連
した教育活動につ
いて相模原市内の
企業と連携するこ
とができると良
い。 
 

〇学校行事につい
て、近年の温暖化
等の環境変化を考
慮して、教育活動
や環境整備の検討
が必要である。 
〇生徒や保護者と
密に連絡をとり退
学者や生徒指導案
件を減少させる。
迅速にＳＣやＳＳ
Ｗと情報を共有し
ながら生徒支援に
努めることが必要
である。 

〇教育活動全般に
おいて行事内容や
実施時期など年間
を通して全体的に
見直す必要があ
る。 
〇年次を問わず生
徒情報を共有し必
要に応じ関連機関
やＳＣ、ＳＳＷに
相談できる体制づ
くりを構築する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 
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３ 進路指導・支援 

①総合産業科としての
進路指導目標の策定 
②３年間を見通したキ
ャリア支援計画の策定 
③生徒の希望する進路
の実現 

①総合産業科とし
て求められる卒業
生像の確立 
②３年間の進路計
画の策定 
③進路希望の把握
と組織的な進路支
援体制の確立 

①総合産業科としての人材育成の
検討 
②３年間の進路指導計画の策定 
③進路ガイダンスの組織的な計
画・実施 

①総合産業科としての人材育成目標
を示すことができたか 
②進路行事を体系化して、全職員・
生徒・保護者へ発信できたか。 
③生徒の進路希望が実現できか。 

①グランドデザイン
を改訂し、総合産業
科としての人材育成
目標を示した。 
①進路ガイダンスを
通して、生徒が主体
的に思考し表現する
機会を設けることが
できた。 
②各種説明会および
面談を適切に実施し
することができた。 
③進路ガイダンス、
模擬試験を計画通り
実施することができ
た。 
③生徒の進路希望を
概ね実現することが
できた。 

①総合産業科の学びを
生かしたキャリア教育
について検討する。 
①現実を直視しながら
未来をみつめ、可能な
限り早い時期に進路実
現に向けた意識を持た
せるよう指導と支援を
実施する。 
②アセスメントの活用
法について研究を深め
るとともに、生徒・保
護者への情報発信につ
いて検討する。 
③３年間を見通したキ
ャリア教育を計画し、
学校全体として進路指
導を継続できる体制を
確立する。 

進路指導を手厚く
している結果、内
定者や進学者も多
く大変評価してい
る。 
生徒の進路実現に
向けてぜひ励まし
と支援をしてくだ
さい。 
卒業生講話など
は、具体的な将来
について思い描く
ことができるの
で、卒業生に来校
していただき講話
を聞くことはよい
ことである。 

〇進路ガイダンス
を充実させて面談
指導や模擬試験な
ど計画通り実施す
ることができた。 
〇生徒が主体的に
進路活動に励み希
望通りの進路実現
ができるように、
総合産業科として
の進路指導計画に
ついて検討する必
要がある。 

〇生徒ひとり一人
に合った進路先に
導けるような進路
指導計画を構築し
ていく。 
〇早い時期から進
路についての興味
関心をもたせ、３
年間を通したキャ
リア教育の計画を
策定し充実を図
る。 

４ 地域等との協働 

①地域の小中学校や自
治会など近隣地域との
連携 
②学校の情報を広く地
域に発信 
③近隣の大学（研究機
関・企業）等との連携 

①近隣の小中学校
や地域との連携行
事の開催 
②ＨＰによる情報
発信・学校説明会
の開催 
③大学等との連携
事業（授業等）の
開催 

①連携行事の開催、ボランティア
参加等の実施 
②見る側に立ったHPの見直し 
②学校説明会の定期的開催と内容
の充実 
③高校開催行事・大学開催行事等
への生徒参加、講師派遣等、大学
等との連携事業の開催 

①連携行事の開催、ボランティア参
加等の実施ができたか。 
②ＨＰの更新が適切にできたか。 
②学校説明会の満足度は９０％を超
えたか。 
②入学後の生徒の満足度は９０％を
超えたか。 
③大学等との連携事業が開催できた
か。 

①地域行事などに部
活動が参加して実施
することができた。 
②ＨＰの内容を見直
し、各ページを更新
することができた 
②中学校で体験授業
講師として参加し
た。文化祭で個別相
談を実施した。学校
説明会では部活動見
学の日程調整や、進
路活動、教育課程に
ついての説明内容を
充実させた。 
③大学などと連携を
図り短期集中講座を
開講することができ
た。 
③部活動による大学
行事への参加や課題
研究の説明会の大学
からの講師派遣の協
力を得ることができ
た。 

①コロナで休止してい
た小中学校を対象とし
た体験教室の再開に向
けて準備をする。また
それに伴う広報活動を
実施する。 
②コロナの時期より学
校説明会の予約を実施
してきたが、予約なし
で学校説明会の実施を
考えるなど、実施方法
について検討を行うこ
とが必要である。 
③大学等との連携の拡
大や短期集中講座の実
施時期や受講に関する
体制づくりの見直しが
必要である。 
 

生徒が高校在学中
にも大学で様々な
体験ができるよう
に連携を深め、教
育活動の活性化を
望みます。 
自治会の行事に生
徒が参加すること
で、にぎやかにな
ってよい。来年度
は自治会での催し
の企画や運営に携
わって欲しい。 

〇地域と連携した
活動を生徒ととも
に実施することが
できた。 
〇広報活動として
学校説明会の開催
やＨＰの見直しや
ページを更新する
ことができた。 
〇高大連携や短期
集中講座の実施、
教員による中学校
での出前体験授業
への参加の機会を
得ることができ
た。 

〇生徒が積極的に
地域の行事に関わ
り企画や運営に携
わるように促す。 
〇学校説明会や広
報活動について内
容を精査してさら
なる広報活動を強
化する。 
〇引続き大学など
と連携を図り短期
集中講座などの講
座開講を目指す。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①事故・不祥事の未然
防止と教職員の実践的
指導力の向上 
②生徒の防災意識の向
上と防災教育の推進、
学校の安全管理体制の
確立 
③学校行事の目的と実
施体制・時期の整理 
④教員の働き方改革、
ライフワークバランス
の推進 

①事故・不祥事ゼ
ロ 
②防災教育の実施 
②学校の安全管理 
③学校行事も含め
た広義のカリキュ
ラムの確立 
④業務の効率化に
向けた改善 

①事故・不祥事防止会議等の開催 
②防災教育の実施 
②学校の安全管理体制の点検 
③式典の一層の充実。関係部署と
の連携を密にし、円滑な行事運営
のための環境整備。 
④会議の効率化と時間短縮 
④グループ間連携の推進による業
務集中の緩和 

①事故・不祥事がゼロであったか。 
②防災教育を実施できたか。 
②学校は安全に管理されていたか。 
②防災教育として、大規模災害時を
想定した生徒・教員等の学校関係者
が連携した訓練等を行うことができ
たか。 
④会議時間（回数）は短縮できた
か。 
④グループ間の連携は推進できた
か。 

④時間外勤務の軽減ができたか。 

①啓発資料を活用し
て不祥事防止会議を
実施した。 
②防災訓練の集合形
態を帰宅後までに想
定して実施した。 
③コロナ前の内容に
戻し、充実した式典
を実施することでき
た。 
④時間外勤務時間の
削減に取り組んだ。 
④企画会議等でグル
ープ間の業務内容を
共有できた。 

①不祥事防止会議など
を開催して不祥事の未
然防止に努める。 
②防災訓練で集合時間
を短縮する対策など検
討が必要である。 
③式典運営にはグルー
プ間での連携が必要で
ある。 
④会議時間など減少傾
向にあるが、業務効率
化に取り組む。 
④グループ間の連携に
ついて引き続き検討し
ていく。 

全体的に概ね達成
できていると思う
が、会議などで時
間外勤務をするこ
とがなくなるよう
働き方改革を進め
てください。 
ワークライフバラ
ンスの観点から業
務内容の改善に取
り組んで欲しい。 

〇不祥事防止に努
め啓発資料を活用
して周知した。 
〇災害時に対応で
きるように防災訓
練の内容を検討す
る必要がある。 
〇会議前の準備に
時間を要している
ので改善が必要で
ある。 

〇風通しの良い職
場を心がけ不祥事
防止に努める。 
〇災害が発生した
場合を想定し、授
業の中などでも生
徒と災害時の対応
について情報共有
する必要がある。 
〇ペーパーレスや
資料の事前配布な
ど会議時間の減少
や業務の効率化に
取り組む。 



 

 


